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Abstract The lepidoptera fauna of Great Cormorant, Phalacrocorax carbo Linnaeus, nests was investigated on Chikubu 
Island, Lake Biwa, Shiga Pref., Japan. Four moth species representing four families were identified: Tineidae, Ippa 
conspersa (Matsumura); Pyralidae, Orthopygia glaucinalis (Linnaeus); Geometridae, Idaea sp.; and Noctuidae, Simplicia 
niphona (Butler). The tineid larva probably fed on dead insects, and the remaining larvae on dead leaves. 
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は じ め に 


最近 . 我が国 で は フク ロウ Strix uralensis Pallas, 4A, コ 
ウノ トリ Ciconia boyciana Swinhoe や カラ 類 な どの 鳥類 の 
巣 の 鱗 頑 類 相 が 調査 され , 巣 内 に は ケラ チン 食性 ・ 糞 食性 
の ヒロ ズ コ ガ 科 , 枯葉 食性 の マル ハ キ バ ガ 科 や ヤツ ト ガ 科 な 
ど が 生息 し , 巣 内 堆積 物 の 分 解 者 と し て 重要 で ある こと が 
わか っ て きた (Nasu et al., 2007, 2008; 那須 ら , 2008, 2010, 
2012. し か し , 今 ま で 調査 され た の は , 鳥 や 小動物 な ど を 
捕食 する 肉食 性 や 昆虫 食性 鳥類 の 巣 が 主 で , 魚 食性 の 鳥 の 
巣 に つい て は , 八尋 ら (2013) の カリ ワウ Phalacrocorax carbo 
Linnaeus の 巣 の 昆虫 相 調査 が ある だ け で ある . カワ リウ は 
1960 年 代 に 一 度 大 きく 減少 し た 鳥 で . その 後 1980 年 代 よ 
り 個体 数 が 回 復 し , 1990 年 代 以 降 に 急増 . 魚 食 性 で ある た 
め 内 水面 漁業 に 多大 の 影響 を 与え る と と も に , 森林 な ど に 
集合 し て 営巣 する た め , 枝 折り や 糞 害 な ど で 木 を 枯らす な 
ど 環境 へ の 影響 が 大 き な 問題 に な っ て いる 鳥 で ある (石田 
©, 2000; Kameda et al., 2003). 八尋 ら (2013) (X, 2010 年 
に 滋賀 県 琵琶 湖 の 竹生 島 で カワ ウ の 上 巣 を 調べ , 巣 内 に は 甲 
貝類 な どの 多く の 昆虫 が 生息 し , WARE, 腐植 食 者 や 捕 
食 者 か ら 構 成 さ きれ て いる こと を 発見 し た が , 鱗 麹 類 で は メ 
イガ 科 と シャ ク ガ 科 の 幼虫 を 記録 し た だ け で , 種 名 まで は 
特定 で き な か っ た . その 後 , 著者 ら が 2011 年 と 2012 年 に 
竹生 島 で カワ ウ の 上 巣 を 調査 し た と ころ , 両 科 の 正体 が 判明 
する と と も に 新た に ヒロ ズ コ ガ 科 と ヤ ガ 科 の 発生 を 確認 し 
た の で 報告 する . 


材料 お よび 方 法 

調査 は 滋賀 県 発 琶 湖 の 竹生 島 で . カワ ウ の 菓 を 幼鳥 が 巣 立 
っ た 後 の 2011 年 8 月 24 日 お よび 2012 年 7 月 16 日 に , それ 
ぞ れ 4 巣 の 巣 材 を 回 収 し て お こ な っ た . 調査 し た 巣 は すべ 
て 樹 上 巣 で あっ た (Fig. D. 巣 は 上 面 が 開け た 皿 型 で . 直径 
39-55 cm, 厚 き 14-40 cm, 多量 の 枯 枝 お よび 枯葉 ( 主 に タ 
ブ ノ キ Machilus thunbergii Siebold et Zucc.) で 構成 され て お 
0. カワ ウ の 羽毛 や 糞 な ども 認め られ た (Fig.2). 回 収 し た 
巣 材 は , 分 解 し な が ら 和 目視 で 幼虫 や 貢 を 検出 し た . 八尋 ら 
(2013) は 2010 年 の 調査 で 検出 し た 幼虫 を すべ て エタ ノー 
ル 溶 液 の 液 浸 標本 と し た が , 2012 年 で は 生き て いる 幼虫 は 
巣 材 と と も に 容器 内 に いれ , 25c の 恒温 器 内 で 飼育 し た . 


結果 


2011 一 2012 年 の 2 回 の 調査 で . ヒロ ズ コ ガ 科 , メイ ガ 科 , 
ヤ ガ 科 の それ ぞ れ 1 種 . 計 3 種 の 鱗 門 類 を 認め た . 2010 年 
に 見 つか っ た シャ ク ガ 科 1 種 の 幼虫 (八尋 ら , 2013) を 含 
DLL, 2990X»5Irost4f- A FEO SER REE 
が 確認 され た こと に な る . 


マダ ラマ ル ハ ヒロ ズ コ ガ Ip conspersa (Matsumura) (€ 
ロ ズ コ ガ 科 ) 

2011 年 , 1 巣 か ら 選 平 な 8 字形 を し た 特徴 的 な 本 種 の 幼 了 
ケー ス (長き さ 約 16 mm, 幅 約 8 mm) を 2 個 得 た (Fig. 3). 成 
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Figs 1-7. Nests of Phalacrocorax carbo Linnaeus and Lepidoptera found in them. 1, 2: nests of P. carbo (arrow: 
nest in tree). 3: Tineidae: larval cases of Ippa conspersa (Matsumura). 4, 5: Pyralidae: Orthopygia 
glaucinalis (Linnaeus) (5: cocoon). 6: Noctuidae: Simplicia niphona (Butler). 7: Geometridae: Idaea sp. 


虫 は すでに 羽化 し て いた . b c CORO] CESARE ( 長 さ 約 15 mm, 幅 約 
SR ? ; w— 6mm) を 造り (Fig. 5), 2012 年 7 月 31 日 一 8 月 20 日 に 10 個 
d シン マメ イガ Orthopygia glaucinalis (Linnaeus) ( メ 体 羽 化し た . AS (2013) は . 2010 年 の 調査 で . 3 巣 か 
ら 計 73 個体 の メイ ガ 科 の 幼虫 を 得 た が , すぐ に 液 浸 標 本 
2012 年 , 2 巣 か ら 計 12 個体 の 幼虫 が 得 ら れ た (Fig. 4). i と し た . これ ら の 効 虫 は , 2012 年 に 得 ら れ た 幼虫 と 形態 が 
幼虫 の 体長 は 約 25 mm で , 頭 部 は 褐色 , 腹部 は 黒褐色 , 腹 一 致し た の で , 本 種 と 判断 し た . 
部 尾方 が や や 薄い 個体 も あっ た . 幼虫 は 枯葉 を 摂 食し , ま 
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Idaea sp. (シャ ク ガ 科 ) 


八尋 ら (2013) は , 2010 年 1 巣 か ら シ ャ ク ガ 科 幼 虫 を 3 個 
体得 た (Fig. 7). 幼虫 の 体長 は 約 14mm C, 全体 が 灰 褐色 . 
幼虫 は すぐ に 液 浸 標本 と され た た め , 成虫 が ま 得 ら れ て いな 
v. 幼虫 の 形態 か ら シ ャ ク ガ 科 ヒ メシ ャ ク 亜 科 の /Zzeg 属 
と 同定 され た が , 本 属 の 幼虫 は お 互い に 類似 し て いる Uk 
WE, 2011, 私 信 ) た め , 種 の 特定 は で き な か っ た . 


オオ アカ マエ アツ バ Simplicia niphona (Butler) ( ヤ ガ 科 ) 


2011 年 , 調査 巣 の いずれ か ら も ヤ ガ 科 の も の と 思わ れる 粗 
ORDET 95 個 見 つか っ た . v3 T0 llli 6 3 CILE LC 
いた . 2012 F, 2 巣 か ら 計 4 個体 の 幼虫 を 得 た (Fig. 6). 終 
齢 幼虫 の 体長 は 約 30 mm, 全体 が 灰 褐色 . 幼虫 は 枯葉 を 摂 
fL, まもなく 本 葉 や 糞 な ど で 粗 い 功 を 造り . 2012 年 8 月 
3 日 一 8 日 に 2 個体 羽化 し た . 2011 年 の 上 功 お よび 中 に 残さ 
TUC v7: oo B Hz 5E 00 3E 23, 2012 年 に 得 ら れ た 本 種 の も 
の と 一 致し た . 


考 R 


日 本 に お ける カワ ウ の 上 巣 か ら の 鱗 次 類 の 記録 は , 八尋 ら 
(2013) の メイ ガ 科 お よび シャ ク ガ 科 の 幼虫 (いずれ も 属 
種 不明 ) が 得 ら れ た と ある だ け で , 種 ・ 属 まで 特定 で きた 
報告 と し て は 本 論文 が 最初 の も の で ある . また , 本 論文 は 
マダ ラマ ル ハ ヒロ ズ コ ガ , 7daea sp. お よび オオ アカ マエ ア 
ツバ の 鳥 の 巣 か ら の 最初 の 記録 で も ある . 


マダ ラマ ル ハ ヒロ ズ コ ガ 幼 虫 は . アリ の 巣 内 で 見 つか る こ 
と が あり , アリ の 幼虫 を 食べ て お り , 与え れ ば 穀類 も 食す 
と され る (Narukawa et al., 2002). また , 昆虫 の 死骸 も 与え 
れ ば 摂 食 する GKH, 2011). カワ ウ の 巣 内 で は , 4 種類 の 
働き アリ が 発見 され て いる が , アリ の コロ ニー は 認め られ 
て いな い (AÈ D, 2013). カワ ウ の 上 巣 内 で は 昆虫 等 の 死骸 
を 食べ て いた 可能 性 が 考え を られ た . フタ スジ シマ メイ ガ は 
枯葉 食 で ある こと が 知ら れ て お り (HE, 1982; 小木 , 2007), 
ヨー ロッ パ で は さま ざま な 鳥類 の 巣 . リス の 巣 や 干し 草 , 
草 茸 き 屋 根 な どか ら 発 見 され て いる (Goater, 1986). 日 本 で 
は , 兵庫 県 豊岡 市 の コウ ノ ト リ の 巣 か ら も 見 つか っ て いる 
(那須 ら , 2010). シャ ク ガ 科 /gzeg 属 の 幼虫 は 広 食性 で 枯葉 
も 食べ る (佐藤 . 2011) た め , 本 種 は カワ ウ の 巣 で は 枯葉 
を 摂 食し て いた と 考え られ た . オオ アカ マエ アツ バ は 同属 
で 枯葉 食 の ニセ アカ マエ アツ バ Simplicia pseudoniphona 
Sugi と 混 生 し て いる こと が 多く , 両 種 は 幼生 期 の 形態 で は 
区 別 で き な い (大 和田 , 1987; 大 和田 , 2011, 私 信 ). この た 
i5, 2011 年 に 多数 発見 され た 曲 に は 両 種 が 混 生 し て いた 可 
能 性 が ある . 


今回 調べ た カワ ウ の 巣 で は . 産 座 に 葉 の 着い た 枝 が 敷き 詰 
め ら れ て お り , この よう な 巣 で は 枯葉 食 の 賊 の 生育 に 適し 
た も の と な っ て いる と 思わ れ た . 比較 的 生息 数 が 多かっ た 
フタ スジ シマ メイ ガ お よび オオ アカ マエ アツ バ は 上 巣 内 の 枯 
葉 の 分 解 者 と し て 重要 で ある と 考え られ た . 


フク ロウ , WAM, 2 カラ 類 な どの 肉食 性 や 昆虫 食性 鳥類 の 


巣 で 普通 に 発生 する , マエ モン クロ ヒロ ズ コ ガ Monopis 
longella (Walker) (= pavlovskii Zagulajev)) ウス グロ イガ 
Niditinea baryspilas (Meyrick) と いっ た ケラ チン 食性 や 糞 食 
性 の ヒロ ズ コ ガ 科 (Nasu et al., 2007, 2008; 那須 ら , 2008, 
2012) は, カワ ウ の 巣 内 に ケラ チン (羽毛 ) VEFET 
る に も 関わ ら ず 発生 し な か っ た . この 理由 と し て , 詳細 は 
不明 で ある が カワ ウ が 魚 食性 で ある こと と 関連 し , その 排 
浴 物 が この よう な ヒロ ズ コ ガ の 発育 に 適さ ない と いっ た こ 
と が ある か も し れ な い . 
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Summary 


The lepidoptera fauna of Great Cormorant, Phalacrocorax carbo 
Linnaeus, nests was investigated on Chikubu Island, Lake Biwa, 
Shiga Pref., Japan. In addition to five nests on July 20, 2010 


(Yahiro et al., 2013), four nests were checked on August 24, 2011, 
and four nests on July 16, 2012. Four moth species were identified: 
Tineidae, Ippa conspersa (Matsumura); Pyralidae, Orthopygia 
glaucinalis (Linnaeus); Geometridae, Idaea sp.; and Noctuidae, 
Simplicia niphona (Butler). Ippa conspersa, Idaea sp., and S. 
niphona were recorded from bird nests for the first time. The 
pyralid and noctuid moths were dominant. The tineid larva probably 
fed on dead insects, and the remaining larvae on dead leaves. 
Keratophagous and coprophagous tineids, e.g. Monopis longella 
(Walker) (2 pavlovskii Zagulajev) and Niditinea baryspilas 
(Meyrick), which have often been found in the nests of other bird 
species, did not develop in P carbo nests although keratin sources 
(feathers) and droppings were present. The reason may be related 
to the piscivorous food habits of P. carbo. 


(Received August 27, 2012. Accepted October 22, 2012) 
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